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(57)【要約】
静止したベースに対して同時に並進動作と回転動作を行 
うように取り付けられた本体部(3)の動作を案内するガ 
イド嵌合具(4)であって、ガイドカム軌道(5)と、ガイド 
カム軌道(5)に案内されるガイド要素(11)と、１つのガ 
イドレール(61)と、該ガイドレール(61)に対して変位可 
能な走行レール(62)とを備え、一方はガイド要素(11)に 
固定的に結合され、他方は、ピボットベアリング(9)に 
よってガイドカム軌道(5)に結合された線形ガイド(6)を 
備え、ガイドカム軌道(5)又はガイド要素(11)は、本体 
部(3)に固定して取り付けられる。ガイド嵌合具(4)は、 
ロック解除可能な力蓄積器(85)を有する押出し装置(8) 
を備え、制限された距離に沿って押出し方向に対する力 
を加えることによって、本体部(3)は１つの端部位置か 
ら駆動することができ、及び押出し装置(8)の力蓄積器( 
85)をロック解除するための作動体(10)を備えている。
【選択図】図６

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全24頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 静 止 し た ベ ー ス に 対 し て 同 時 に 並 進 動 作 と 回 転 動 作 を 行 う よ う に 取 り 付 け ら れ た 本 体 部  
( 3 ) の 動 作 を 案 内 す る ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) で あ っ て 、
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) と 、
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) に 案 内 さ れ る ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) と 、
　 少 な く と も １ つ の 第 １ の 接 続 部 と 、 該 第 １ の 接 続 部 に 対 し て 移 動 可 能 な 第 ２ の 接 続 部 と  
を 備 え 、 一 方 の 接 続 部 は ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) に 固 定 的 に 結 合 さ れ 、 他 方 の 接 続 部 は 、 ピ ボ ッ  
ト ベ ア リ ン グ ( 9 ) に よ っ て ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) に 結 合 さ れ た 線 形 ガ イ ド ( 6 ) を 備 え 、
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) ま た は ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) は 、 本 体 部 ( 3 ) に 固 定 し て 取 り 付 け ら れ る ガ  
イ ド 嵌 合 具 に お い て 、
　 ロ ッ ク 解 除 可 能 な 力 蓄 積 器 ( 8 5 ) を 有 す る 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) で あ っ て 、 制  
限 さ れ た 距 離 に 沿 っ て 押 出 し 方 向 に 対 す る 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 本 体 部 ( 3 ) を 少 な く  
と も １ つ の 端 部 位 置 か ら 駆 動 す る 、 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) と 、
　 押 出 し 装 置 ( 8 ) の 力 蓄 積 器 ( 8 5 ) を ロ ッ ク 解 除 す る た め の 少 な く と も １ つ の 作 動 体 ( 1 0 )  
と を 備 え た 、 ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 、 前 記 ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) に 対 し て 固 定 さ れ た 位 置  
に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ２ つ の 作 動 体 ( 1 0 ) が ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) 上 に 配 置 さ れ る か 、 ま た ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) か  
ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) は 、 前 記 ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) を 収 容 す る ガ イ ド 溝 ( 5 1 ) と 、 前 記 ガ  
イ ド 溝 ( 5 1 ) の 外 側 に 延 在 す る ア ー ム ( 5 2 ) と を 有 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 作 動 体 ( 1 0 ) が  
、 ア ー ム ( 5 2 ) の 上 に 配 置 さ れ 、 特 に ア ー ム ( 5 2 ) の 上 に 一 体 的 に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 又  
は ２ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ガ イ ド 溝 ( 5 1 ) の 外 側 に 延 び る ア ー ム ( 5 2 ) 上 に 、 ２ つ の 作 動 体 ( 1 0 ) が 配 置 さ れ 、 特 に ア  
ー ム ( 5 2 ) 上 に 一 体 的 に 形 成 さ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ６ 】
　 支 持 板 ( 7 ) で あ っ て 、 そ の 上 に 互 い に 移 動 可 能 な 線 形 ガ イ ド ( 6 ) の 接 続 部 の う ち の 少 な  
く と も １ つ 、 ガ イ ド 要 素 （ 1 1 ） 及 び 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 固 定 さ れ て い る  
支 持 板 ( 7 ) を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 支 持 板 ( 7 ) は 、 互 い に 平 行 に 整 列 さ れ た 前 記 線 形 ガ イ ド ( 6 ) の ２ つ の 第 １ の 接 続 部  
が 固 定 さ れ る 中 央 領 域 ( 7 1 ) と 、 鏡 面 対 称 形 状 の ２ つ の 縁 部 領 域 ( 7 2 ) と を 有 し 、 前 記 縁 部  
領 域 ( 7 2 ) の 少 な く と も １ つ に 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 固 定 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合  
具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 作 動 体 ( 1 0 ) が 、 前 記 線 形 ガ イ ド ( 6 ) の 第 ２ の 接 続 部 上 に 静 止 し て  
配 置 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 、 前 記 線 形 ガ イ ド ( 6 ) の 前 記 第 １ の 接  
続 部 上 ま た は そ の 付 近 に 静 止 し て 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 )  
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 、 互 い に 隣 り 合 っ て か つ 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ  
た 前 記 線 形 ガ イ ド ( 6 ) の ２ つ の 第 ２ の 接 続 部 の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の ガ イ ド  
嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 ( 8 ) が 、 少 な く と も 部 分 的 に 電 気 的 な 押 出 し 装 置 ( 8 )  
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と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の 何 れ か に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 線 形 ガ イ ド は 、 互 い に 平 行 に 整 列 さ れ た ２ つ の ガ イ ド レ ー ル ( 6 1 ) と 、 該 ガ イ ド レ  
ー ル ( 6 1 ) に 対 し て 変 位 可 能 な 走 行 レ ー ル ( 6 2 ) と か ら な る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に  
記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 更 な る ガ イ ド 要 素 が 案 内 さ れ る 少 な く と も １ つ の 更 な る ガ イ ド カ ム 軌 道 を 備 え た 、 請 求  
項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) で あ っ て 、
　 ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) と 、 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) と 、 少 な く と も １ つ の 側 壁 ( 2 3 ) と を 有 す る 支 持  
体 ( 2 ) と 、
　 ベ ー ス 板 ( 3 1 ) 、 頂 部 板 ( 3 2 ) 及 び 少 な く と も １ つ の 側 壁 ( 3 3 ) を 備 え 、 支 持 体 ( 2 ) に 対 し  
て 並 進 動 作 お よ び 回 転 動 作 を 同 時 に 行 う よ う に 取 り 付 け ら れ た 本 体 部 ( 3 ) と を 備 え 、
　 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) と 頂 部 板 ( 3 2 ) と の 間 及 び / 又 は ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) と ベ ー ス 板 ( 3 1 ) と の  
間 に ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) が 配 置 さ れ 、
　 ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) は 、 少 な く と も １ つ の ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) と 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) の 中  
ま た は 上 に 案 内 さ れ る ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) と を 有 し 、 こ れ ら は 、 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) お よ び 頂 部  
板 ( 3 2 ) ま た は ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) お よ び ベ ー ス 板 ( 3 1 ) の 夫 々 の 互 い に 対 向 す る 表 面 上 に 配  
置 さ れ 、
　 ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) は 、 並 進 方 向 ( Ａ ) に 互 い に 対 し て 変 位 可 能 な 接 続 部 を 有 す る 線 形 ガ イ  
ド ( 6 ) を さ ら に 備 え 、 一 方 の 接 続 部 は 、 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) ま た は 頂 部 板 ( 3 2 ) 上 に 配 置 さ れ  
、 他 方 の 接 続 部 は 、 ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ ( 9 ) に よ っ て 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) ま た は 頂 部 板 ( 3 2 )  
の 他 方 に 取 り 付 け ら れ 、 及 び / 又 は 一 方 の 接 続 部 は 、 ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) ま た は ベ ー ス 板 (  
3 1 ) 上 に 配 置 さ れ 、 他 方 の 接 続 部 は 、 ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ ( 9 ) に よ っ て ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 )  
ま た は ベ ー ス 板 ( 3 1 ) の 他 方 に 取 り 付 け ら れ る 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) に お い て 、
　 ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) は 、 ロ ッ ク 解 除 可 能 な 力 蓄 積 器 ( 8 5 ) を 備 え た 少 な く と も １ つ の 押 出 し  
装 置 ( 8 ) と 、 該 押 出 し 装 置 ( 8 ) の 力 蓄 積 器 ( 8 5 ) を ロ ッ ク 解 除 す る た め の 少 な く と も １ つ の  
作 動 体 ( 1 0 ) と を 有 し 、 こ れ に よ り 、 制 限 さ れ た 距 離 に 沿 っ て 押 出 し 方 向 に 対 す る 力 を 加  
え る こ と に よ っ て 、 本 体 部 ( 3 ) を 少 な く と も １ つ の 端 部 位 置 か ら 駆 動 す る こ と が で き る こ  
と を 特 徴 と す る 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ガ イ ド カ ム 軌 道 ( 5 ) は 、 前 記 本 体 部 ( 3 ) の ベ ー ス 板 ( 3 1 ) ま た は 頂 部 板 ( 3 2 ) に 固 定 さ  
れ 、 前 記 ガ イ ド 要 素 ( 1 1 ) は 、 前 記 支 持 体 ( 2 ) の ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) ま た は 頂 部 支 持 板 ( 2 2 )  
に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ベ ー ス 支 持 板 ( 2 1 ) と 前 記 ベ ー ス 板 ( 3 1 ) と の 間 に 第 １ の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) が 配 置 さ  
れ 、 前 記 頂 部 支 持 板 ( 2 2 ) と 前 記 頂 部 板 ( 3 2 ) と の 間 に 第 ２ の ガ イ ド 嵌 合 具 ( 4 ) が 配 置 さ れ  
る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 本 体 部 ( 3 ) は 、 開 始 位 置 に 対 し て 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の 機  
能 的 位 置 か ら 第 ２ の 機 能 的 位 置 に 前 記 支 持 体 ( 2 ) に 対 し て 移 動 す る こ と が で き 、 前 記 本 体  
部 ( 3 ) 及 び 前 記 支 持 体 ( 2 ) の ベ ー ス 板 ( 2 1 , 3 1 ) 及 び 頂 部 板 ( 2 2 , 3 2 ) は 、 両 方 の 機 能 的 位 置  
に お い て 互 い に 対 し て 整 合 す る 幾 何 学 的 形 状 に 整 列 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ５ の 何 れ か  
に 記 載 の 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 ( 1 ) 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 段 部 に 記 載 の 、 並 進 動 作 と 回 転 動 作 を 同 時 に 行 う よ う に 取 り 付  
け ら れ た 本 体 部 を 案 内 す る た め の ガ イ ド 嵌 合 具 に 関 す る 。
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　 本 発 明 は さ ら に 、 請 求 項 １ ３ の 前 段 部 に 記 載 の 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ の よ う な 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 、 例 え ば 棚 ま た は ラ ッ ク は 、 同 時 に 回 転 し 並 進 動 作 す  
る こ と が で き る よ う に 支 持 体 に 取 り 付 け ら れ た 本 体 部 が 、 例 え ば ド イ ツ 特 許 公 開 公 報 1 0  
2 0 1 9  1 0 9  8 6 6 号 か ら 知 ら れ て い る 。
　 並 進 ― 回 転 ベ ア リ ン グ が 、 本 体 部 の 並 進 ― 回 転 動 作 を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 よ り 大 き い 及 び / 又 は よ り 高 い 家 具 又 は 家 庭 用 器 具 、 例 え ば 冷 蔵 庫 及 び 冷 凍 庫 又  
は ワ イ ン ク ー ラ の 場 合 、 安 定 性 の 理 由 か ら 、 並 進 ― 回 転 す る よ う に 移 動 可 能 な 本 体 部 の 移  
動 の た め の 追 加 の 支 持 体 を 提 供 す る こ と が 必 要 で あ る 。
　 こ の 目 的 の た め に 、 例 え ば ド イ ツ 特 許 公 開 公 報 1 0  2 0 1 9  1 3 2  2 0 7 号 か ら 、 支 持 体 の  
カ バ ー プ レ ー ト と 本 体 部 と の 間 に 案 内 ベ ア リ ン グ を 配 置 し て 、 こ れ を 用 い て 並 進 ― 回 転 動  
作 を 付 加 的 に 案 内 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
　 そ の よ う な 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 は 、 実 際 に そ の 価 値 が 実 証 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 並 進 ― 回 転 動 作 を 作 動 さ せ る た め に 、 本 体 部 を 第 １ の 終 端 位 置 か ら 前 方 に 動  
か し て 引 き 出 す こ と が 必 要 で あ る 場 合 が あ る 。
　 例 え ば 、 ハ ン ド ル を こ の 目 的 の た め に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の よ  
う な ハ ン ド ル は 、 特 定 の 状 況 下 で は 、 支 持 体 に 対 す る 本 体 部 の 移 動 オ プ シ ョ ン を 制 限 す る  
こ と が で き 、 例 え ば 、 ハ ン ド ル は 、 支 持 体 に 衝 突 す る こ と に よ っ て 支 持 体 上 の １ ８ ０ ° 回  
転 し た 位 置 に 達 す る 前 に 、 支 持 体 に 対 し て 本 体 部 が １ ８ ０ ° 回 転 す る こ と を 防 止 し て 、 開  
始 位 置 と 同 じ 表 面 積 で 所 望 の 位 置 に 達 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 組 み 合 わ さ れ た 並 進 動 作 - 回 転 動 作 の 始 動 を 容 易 に す る ガ イ ド 嵌 合 具  
及 び 家 具 又 は 家 庭 用 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る ガ イ ド 嵌 合 具 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ ３ の 特 徴 を 有 す る 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 に よ っ て さ ら に 解 決 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 と 、 少 な く と も １ つ の ガ イ ド カ ム 軌 道 内  
で 案 内 さ れ る ガ イ ド 要 素 と 、 線 形 ガ イ ド と を 有 し 、 少 な く と も 第 １ の 接 続 部 と 第 ２ の 接 続  
部 と が 線 形 ガ イ ド に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 そ の 一 方 の 接 続 部 は ガ イ ド 要 素 に 固 定 的 に 結  
合 さ れ 、 他 方 の 接 続 部 は ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ に よ っ て ガ イ ド カ ム 軌 道 に 結 合 さ れ る 。
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 ま た は ガ イ ド 要 素 は 、 本 体 部 に 固 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 ロ ッ ク 解 除 可 能 な 力 蓄 積 器 を 備 え た 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置  
を 特 徴 と し 、 こ の 押 出 し 装 置 に よ り 、 限 ら れ た 距 離 に 沿 っ た 押 出 し 方 向 に 対 し て 力 を 作 用  
さ せ る こ と に よ り 、 少 な く と も １ つ の 端 部 位 置 か ら 本 体 部 を 駆 動 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 押 出 し 装 置 の 力 蓄 積 器 の ロ ッ ク を 解 除 す る た め の 少 な く と も １  
つ の 作 動 体 も 有 す る 。
　 こ の よ う に 設 計 さ れ た ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 固 定 さ れ た ベ ー ス に 対 す る 本 体 部 の 組 み 合 わ さ  
れ た 並 進 ― 回 転 動 作 を 始 動 さ せ る こ と を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 の 主 題 事 項 で あ る 。
　 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 は 、 ガ イ ド 要 素 に 対 し て 固 定 位  
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置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 作 動 体 が 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 上 に 、 ま た は ガ イ ド カ ム 軌 道  
か ら 一 定 の 距 離 を 置 い て 配 置 さ れ る 。
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 上 の こ の よ う な 作 動 体 の 配 置 は 、 所 望 の 回 転 動 作 に 抗 し て 本 体 部 を 押 す  
こ と に よ り 、 本 体 部 の 回 転 動 作 を 介 し て 並 進 ― 回 転 動 作 を 始 動 さ せ る こ と を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し い 更 な る 改 良 形 態 に よ れ ば 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 は 、 ガ イ ド 要 素 を 収 容 す る ガ イ ド 溝  
と 、 ガ イ ド 溝 の 外 側 に 延 び る ア ー ム と を 有 し 、 該 ア ー ム の 上 に 、 少 な く と も １ つ の 作 動 体  
が 配 置 さ れ 、 特 に 一 体 に 形 成 さ れ る 。
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ２ つ の 作 動 体 が 、 ア ー ム 上 に 配 置 さ れ 、 特 に ア ー ム 上 に 成 形 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 作 動 体 を ガ イ ド カ ム 軌 道 に 成 形 す る こ と に よ っ て 、 そ の よ う な ガ イ ド 嵌 合 具 の 組 み 立 て  
作 業 が さ ら に 有 利 に 低 減 さ れ る 。
　 更 に 有 利 な 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ガ イ ド 嵌 合 具 は ま た 、 線 形 ガ イ ド の 少 な く と も １ つ の  
第 １ の 接 続 部 、 ガ イ ド 要 素 、 及 び 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 が 固 定 さ れ る 支 持 板 を 有 す  
る 。
　 ま た 、 こ の よ う な 支 持 板 を 備 え た ガ イ ド 嵌 合 具 の 構 成 は 、 ガ イ ド 嵌 合 具 の 組 立 お よ び 設  
置 を 簡 単 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 有 利 な 更 な る 展 開 例 で は 、 支 持 板 は 中 央 領 域 を 有 し 、 該 中 央 領 域 の 上 に 互 い に 平 行 に 整  
列 さ れ た 線 形 ガ イ ド の ２ つ の 第 １ の 接 続 部 が 締 結 さ れ 、 更 に ２ つ の 鏡 面 対 称 形 状 の 縁 部 領  
域 を 有 し 、 こ の 縁 部 領 域 の 少 な く と も １ つ に は 、 押 出 し 装 置 が 固 定 さ れ て い る 。 押 出 し 装  
置 は 、 ２ つ の 縁 部 領 域 の 各 々 に 固 定 さ れ る の が 好 ま し い 。
　 こ れ に よ り 、 ２ つ の 異 な る 終 端 位 置 か ら 並 進 ― 回 転 動 作 を 始 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 な る 代 替 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 作 動 体 は 、 線 形 ガ イ ド の 第 ２ の 接 続  
部 上 の 固 定 位 置 に 配 置 さ れ 、 押 出 し 装 置 は 、 線 形 ガ イ ド の 第 １ の 接 続 部 上 ま た は そ の 近 傍  
の 固 定 位 置 に 配 置 さ れ る 。
　 線 形 ガ イ ド 上 の 作 動 体 の 配 置 は ま た 、 本 体 部 の 並 進 動 作 を 介 し て 押 出 し 装 置 を 作 動 さ せ  
る こ と に よ っ て 並 進 ― 回 転 動 作 を 始 動 さ せ る こ と を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 全 て の 実 施 形 態 に お い て 、 押 出 し 装 置 は 、 静 止 し た 家 具 と 最 初 は ほ ぼ 並 進 動 作 す る 家 具  
と の 間 の 相 対 動 作 を 利 用 す る 。 こ こ で 、 ほ ぼ 並 進 動 作 と は 、 家 具 の 並 進 動 作 の 成 分 が 、 端  
部 位 置 か ら の 動 作 の 開 始 時 の 回 転 動 作 の 成 分 よ り も 著 し く 大 き い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 な る 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 家 具 の 案 内 を 更 に 支 持 す る 更 な る ガ  
イ ド 要 素 が 案 内 さ れ る 少 な く と も １ つ の 更 な る ガ イ ド カ ム 軌 道 を 有 す る 。
　 本 発 明 に よ る 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 は 、 ベ ー ス 支 持 板 と 、 頂 部 支 持 板 と 、 少 な く と も １  
つ の 側 壁 と を 有 す る 支 持 体 と 、 支 持 体 に 対 し て 同 時 に 並 進 及 び 回 転 動 作 が 可 能 で あ る よ う  
に 取 り 付 け ら れ 、 ベ ー ス 板 と 、 頂 部 板 と 、 少 な く と も １ つ の 側 壁 と を 有 す る 本 体 部 と を 有  
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 頂 部 支 持 板 と 頂 部 板 と の 間 、 及 び / 又 は 、 ベ ー ス 支 持 板 と ベ ー ス 板 と  
の 間 に 配 置 さ れ る 。
　 ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 少 な く と も １ つ の ガ イ ド カ ム 軌 道 と 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 内 ま た は ガ イ ド  
カ ム 軌 道 上 に 案 内 さ れ る ガ イ ド 要 素 と を 有 し 、 ガ イ ド 要 素 は 、 頂 部 支 持 板 お よ び 頂 部 板 、  
ま た は ベ ー ス 支 持 板 お よ び ベ ー ス 板 の 夫 々 の 対 向 面 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ガ イ ド 継 手 は ま た 、 並 進 方 向 に 互 い に 対 し て 変 位 す る こ と が で き る 接 続 部 品 を 有 す る 線  
形 ガ イ ド を 有 し 、 そ の 一 方 は 、 上 部 支 持 板 ま た は 上 部 プ レ ー ト 上 に 配 置 さ れ 、 そ の 他 方 は  
、 ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ に よ っ て 上 部 支 持 板 ま た は 上 部 プ レ ー ト の 他 方 上 に 取 り 付 け ら れ る  
。
　 線 形 ガ イ ド は 、 互 い に 平 行 に 整 列 し た ２ 本 の ガ イ ド レ ー ル と 、 該 ガ イ ド レ ー ル に 対 し て  
移 動 可 能 な 走 行 レ ー ル と か ら な る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の ガ イ ド 嵌 合 具 は 、 ロ ッ ク 解 除 可 能 な 力 蓄 積 器 を 備 え た 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置  
と 、 こ の 押 出 し 装 置 の 力 蓄 積 器 を ロ ッ ク 解 除 す る 少 な く と も １ つ の 作 動 体 と を 有 し 、 こ の  
作 動 体 で は 、 限 ら れ た 距 離 に 沿 っ た 取 り 出 し 方 向 に 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 少 な く と も  
１ つ の 端 部 位 置 か ら 本 体 部 を 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 押 出 し 装 置 は 、 少 な く と も 部 分 的 に 電 気  
的 な 押 出 し 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 エ ジ ェ ク タ に 張 力 を か け る た め の 、 及 び / 又 は 押 出 し 動  
作 自 体 を 駆 動 す る た め の 電 気 モ ー タ を 備 え 、 及 び / 又 は 本 体 部 の 所 望 の 開 口 を 検 出 す る た  
め の セ ン サ シ ス テ ム を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 は 、 本 体 部 の ベ ー ス 板 ま た は 頂 部 板 に 固 定 さ れ 、  
ガ イ ド 要 素 は 、 ベ ー ス 支 持 板 ま た は 支 持 体 の 頂 部 支 持 板 に 固 定 さ れ る 。
　 さ ら な る 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ガ イ ド 嵌 合 具 が ベ ー ス 支 持 板 と ベ ー ス プ レ ー ト と  
の 間 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の ガ イ ド 嵌 合 具 が ト ッ プ 支 持 板 と ト ッ プ プ レ ー ト と の 間 に 配 置 さ れ  
る 。
　 ２ つ の ガ イ ド 嵌 合 具 の 配 置 は 、 よ り 高 い 高 さ を 有 す る 家 具 又 は 家 庭 用 器 具 に 特 に 適 し て  
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら な る 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 本 体 部 は 、 開 始 位 置 に 対 し て 所 定 の 角 度 だ け 回 転 さ れ る  
こ と に よ っ て 、 第 １ の 機 能 位 置 か ら 第 ２ の 機 能 位 置 に 支 持 体 に 対 し て 移 動 す る こ と が で き  
、 両 方 の 機 能 位 置 に お い て 、 本 体 部 の ベ ー ス 板 お よ び 頂 部 板 と 支 持 体 と は 、 互 い に 対 し て  
整 合 す る 幾 何 学 的 形 状 に 整 列 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 家 具 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 こ の 家 具 は 、 支 持 体 と 本 体 部 と を 有  
し 、 本 体 部 は 、 閉 鎖 位 置 に 対 応 す る 初 期 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 対 応 す る 家 具 の 斜 視 図 で あ り 、 押 出 し 装 置 に よ っ て 生 じ る 、 支 持 体 に 対 す  
る 本 体 部 の 中 間 位 置 に あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 対 応 す る 家 具 の 斜 視 図 で あ り 、 本 体 部 の 棚 へ の ア ク セ ス を 伴 う 本 体 部 の 端  
部 位 置 に あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 対 応 す る 家 具 要 素 の 斜 視 図 で あ り 、 頂 部 支 持 板 を 隠 し て 頂 部 支 持 板 と 頂 部  
板 と の 間 に 配 置 さ れ た ガ イ ド 嵌 合 具 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 家 具 の 更 な る 斜 視 図 を 示 し 、 ベ ー ス 支 持 板 と ベ ー ス プ レ ー ト と 頂 部 支  
持 板 と 頂 部 板 と の 間 に 配 置 さ れ た ２ つ の ガ イ ド 嵌 合 具 の 変 形 例 を 伴 う 部 分 的 な 分 解 図 で あ  
る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 拡 大 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 斜 視 図 で あ り 、 押 出 し 装 置 を 延 び た 状 態 で 示 す 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 斜 視 図 で あ り 、 張 力 が 加 え ら れ た 押 出 し 装 置 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 対 応 す る 斜 視 図 で あ り 、 押 出 し 装 置 上 の 作 動 体 の ロ ッ ク 解 除 位 置 を 示 す  
。
【 図 １ １ 】 ガ イ ド 嵌 合 具 の 代 替 の 変 形 例 の 斜 視 図 で あ り 、 線 形 ガ イ ド 上 に 配 置 さ れ た 押 出  
し 装 置 を 示 す 。
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【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る ガ イ ド 嵌 合 具 の 更 な る 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ り 、 線 形 ガ イ ド の 平  
行 な ガ イ ド レ ー ル 間 に 配 置 さ れ た 押 出 し 装 置 と 、 ガ イ ド レ ー ル の う ち の １ つ に 配 置 さ れ た  
作 動 体 と を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す ガ イ ド 嵌 合 具 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 開 始 位 置 に お け る 押 出 し 装 置 お よ び 走 行 レ ー ル 上 に 配 置 さ れ た 作 動 体 の 詳 細 な  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に 対 応 す る 図 で あ り 、 押 出 し 装 置 が 始 動 し て い る 。
【 図 １ ７ 】 組 立 て 位 置 に お け る 押 出 し 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ａ 】 押 出 し 装 置 に よ る 可 動 な 家 具 部 分 の 押 出 し を 示 す 複 数 の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ｂ 】 押 出 し 装 置 に よ る 可 動 な 家 具 部 分 の 押 出 し を 示 す 複 数 の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ｃ 】 押 出 し 装 置 に よ る 可 動 な 家 具 部 分 の 押 出 し を 示 す 複 数 の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ Ｄ 】 押 出 し 装 置 に よ る 可 動 な 家 具 部 分 の 押 出 し を 示 す 複 数 の 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ａ 】 レ バ ー を 閉 じ る 方 向 に 動 か し て 、 押 出 し 装 置 を ク ラ ン プ す る 際 の 幾 つ か の 図  
で あ る 。
【 図 １ ９ Ｂ 】 レ バ ー を 閉 じ る 方 向 に 動 か し て 、 押 出 し 装 置 を ク ラ ン プ す る 際 の 幾 つ か の 図  
で あ る 。
【 図 １ ９ Ｃ 】 レ バ ー を 閉 じ る 方 向 に 動 か し て 、 押 出 し 装 置 を ク ラ ン プ す る 際 の 幾 つ か の 図  
で あ る 。
【 図 １ ９ Ｄ 】 レ バ ー を 閉 じ る 方 向 に 動 か し て 、 押 出 し 装 置 を ク ラ ン プ す る 際 の 幾 つ か の 図  
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 の 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 、 下 、 左 、 右 、 前 、 後 な ど の 用 語 は 、 そ れ ぞ れ の 図 に お い  
て 選 択 さ れ た ガ イ ド 嵌 合 具 、 家 具 ま た は 家 庭 用 器 具 、 押 出 し 装 置 、 作 動 体 、 ガ イ ド 嵌 合 具  
、 ガ イ ド カ ム 軌 道 、 線 形 ガ イ ド な ど の 例 示 的 な 表 現 お よ び 位 置 を 専 ら 指 す 。 こ れ ら の 用 語  
は 、 限 定 的 に 理 解 さ れ る べ き で は な く 、 す な わ ち 、 こ れ ら の 参 照 は 、 異 な る 作 業 位 置 ま た  
は 鏡 面 対 称 の 構 成 な ど に よ っ て 変 化 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 乃 至 図 ５ に お い て 、 符 号 1 は 、 本 発 明 に よ る 家 具 の 実 施 形 態 を 示 す た め に 使 用 さ れ  
る 。
　 こ こ に 示 す 家 具 1 は 、 本 質 的 に は 、 ベ ー ス 支 持 板 2 1 と 、 頂 部 支 持 板 2 2 と 、 ベ ー ス 支 持  
板 2 1 を 頂 部 支 持 板 2 2 に 接 続 す る 側 壁 2 3 と を 備 え た 支 持 体 2 と 、 支 持 体 2 に 対 し て 同 時 に  
並 進 お よ び 回 転 で 動 か す こ と が で き る 本 体 部 3 と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 ベ ー ス 支 持 板 2 1 と 頂 部 支 持 板 2 2 と を 接 続 す る 側 壁 2 3 に 代 え て 、 例 え ば ベ ー ス  
支 持 板 2 1 と 頂 部 支 持 板 2 2 と を 建 物 壁 に 取 り 付 け る 場 合 に は 側 壁 2 3 を 設 け な い 支 持 体 2 の  
設 計 変 更 例 も 考 え ら れ る 。
　 本 体 部 3 は ま た 、 ベ ー ス 板 3 1 と 、 頂 部 板 3 2 と 、 ベ ー ス 板 3 1 を 頂 部 板 3 2 に 接 続 す る 接  
続 要 素 と を 有 し 、 該 接 続 要 素 は 例 示 の 本 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も １ つ の 側 壁 3 3 の 形 態  
で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 さ れ る 実 施 形 態 に お い て 、 棚 状 の 本 体 部 3 は 、 図 １ に 示 さ れ る 閉 鎖 位 置  
に て 内 部 空 間 を 閉 鎖 す る ２ つ の 側 壁 3 3 と 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 さ れ る ２ つ の 開 放 し た 垂  
直 側 面 と を 有 す る 正 方 形 の ベ ー ス 領 域 を 有 し 、 こ れ ら は 内 部 空 間 へ の ア ク セ ス を 可 能 に す  
る 。
　 側 壁 の 代 わ り に 、 図 ３ に 一 例 と し て 示 す よ う に 、 支 持 ス パ ー 3 6 を 介 し て ベ ー ス 板 3 1 を  
頂 部 板 3 2 に 接 続 す る こ と も 考 え ら れ る 。 あ る い は 、 ベ ー ス 板 3 1 ま た は 頂 部 板 3 2 の 表 面  
の 中 間 に 中 央 支 柱 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 こ こ に 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 本 体 部 3 の 内 部 は 幾 つ か の 棚 3 5 を 有 す る 。 し か し な が  
ら 、 本 体 部 3 の 内 部 の 他 の 構 成 又 は 再 分 割 も 、 原 則 的 に 考 え ら れ る 。
　 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 更 に 示 す よ う に 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す 頂 部 支 持 板 2 2 と 頂 部 板 3 2  
と の 間 、 及 び / 又 は 、 図 ５ に 示 す ベ ー ス 支 持 板 2 1 と ベ ー ス 板 3 1 と の 間 に は 、 支 持 体 2 に  
対 す る 本 体 部 3 の 同 時 の 並 進 動 作 及 び 回 転 動 作 を 可 能 に す る ガ イ ド 嵌 合 具 4 が 配 置 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の よ う な ガ イ ド 嵌 合 具 4 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 図 ６ 乃 至 図 １ ６ に よ り 詳 細 に 示 さ れ  
て い る 。
　 こ の よ う な ガ イ ド 嵌 合 具 4 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 ６ 乃 至 図 １ ０ に 示 す 。
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド 嵌 合 具 4 は 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 と 、 ガ イ ド カ ム 軌 道  
5 内 に 案 内 さ れ る ガ イ ド 要 素 1 1 と を 有 す る 。 原 理 的 に は 、 ガ イ ド 嵌 合 具 4 上 に 夫 々 の ガ イ  
ド 要 素 1 1 を 備 え た 幾 つ か の ガ イ ド カ ム 軌 道 5 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 嵌 合 具 4 は 、 互 い に 対 し て 動 く こ と が で き る 少 な く と も ２ つ の 接 続 部 を 備  
え た 線 形 ガ イ ド 6 を 有 し 、 一 方 の 接 続 部 は 固 定 位 置 に お い て ガ イ ド 要 素 1 1 に 連 結 さ れ 、  
他 方 の 接 続 部 は ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ 9 に よ っ て ガ イ ド カ ム 軌 道 5 に 連 結 さ れ て い る 。
　 図 面 に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に お い て 、 線 形 ガ イ ド は 、 互 い に 平 行 に 整 列 さ れ た ２ つ の  
ガ イ ド レ ー ル 6 1 と 、 該 ガ イ ド レ ー ル 6 1 に 対 し て 移 動 可 能 な 走 行 レ ー ル 6 2 と か ら 構 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 線 形 ガ イ ド の 他 の 構 成 の 変 形 例 、 例 え ば 、 ガ イ ド レ ー ル お よ び ロ ー ラ キ ャ リ ッ ジ  
、 ラ ッ ク 、 ま た は そ れ に 沿 っ て 案 内 さ れ る 同 様 の 形 態 の も の も 考 え ら れ る 。
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 ま た は ガ イ ド 要 素 1 1 は 、 本 体 部 3 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ か ら も 分 か る よ う に 、 ガ イ ド 嵌 合 具 4 は 、 少 な く と も １ つ 、 本 実 施 形 態 で  
は 、 ２ つ の ロ ッ ク 解 除 可 能 な 力 蓄 積 器 を 備 え た 押 出 し 装 置 8 を 有 し 、 こ れ ら を 用 い て 、 限  
ら れ た 距 離 に 沿 っ て 、 押 出 し 方 向 Ｂ に 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 少 な く と も １ つ の 端 部 位  
置 か ら 本 体 部 3 を 駆 動 す る こ と が で き る 。
　 駆 動 は 、 押 出 し 装 置 8 の 力 蓄 積 器 の ロ ッ ク を 解 除 す る の に 用 い ら れ る 少 な く と も １ つ の  
作 動 体 1 0 へ 力 を 伝 達 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ 乃 至 図 １ ０ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 例  
と し て 示 す よ う に 、 本 体 部 3 の 頂 部 板 3 2 ま た は 本 体 部 3 の ベ ー ス 板 3 1 に 固 定 さ れ て い る 。
　 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 は ガ イ ド 溝 5 1 を 有 し 、 該 ガ イ ド 溝 5 1 内 で こ こ で は 車 輪 と し て 構 成 さ  
れ た ガ イ ド 要 素 1 1 を 案 内 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ガ イ ド 要 素 1 1 は 、 ２ つ の 第 １ の 接 続 部 と 同 様 に 、 こ の 場 合 に は 線 形 ガ イ ド 6 の ガ イ ド  
レ ー ル 6 1 と 押 出 し 装 置 8 と を 、 支 持 板 7 に 固 定 し て い る 。 或 い は 、 ガ イ ド レ ー ル 6 1 、 ガ  
イ ド 要 素 1 1 及 び / 又 は 押 出 し 装 置 は 、 頂 部 支 持 板 2 2 及 び / 又 は ベ ー ス 支 持 板 2 1 上 に 直 接  
配 置 す る こ と も で き る 。
　 一 方 で 、 支 持 板 7 は 、 頂 部 支 持 板 2 2 又 は ベ ー ス 支 持 板 2 1 に 、 又 は 家 具 1 の 場 合 に は 支  
持 体 2 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 支 持 板 7 の 中 央 領 域 7 1 に は 異 な る 固 定 要 素 7 3 、 7 4 、 7 5 が 設 け ら れ 、 線 形 ガ イ ド 6 の ガ  
イ ド レ ー ル 6 1 を 支 持 板 7 に 固 定 す る 。
　 こ れ に よ り 、 固 定 要 素 7 5 は 、 支 持 板 7 の 中 央 領 域 7 1 か ら 突 出 す る ピ ン と し て 構 成 さ れ  
、 こ の ピ ン は 、 夫 々 の ガ イ ド レ ー ル 6 1 の 締 結 領 域 に こ の 目 的 の た め に 設 け ら れ た 穴 に 収  
容 さ れ 、 し た が っ て 、 ガ イ ド レ ー ル 6 1 を 支 持 板 7 の 面 内 に 積 極 的 に 固 定 す る こ と を 可 能  
に す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 他 の 固 定 要 素 7 3 , 7 4 は 、 板 の よ う に 構 成 さ れ て 、 ガ イ ド レ ー ル 6 1 の 締 結 領 域 に 重 な っ  
て お り 、 浮 き 上 が り を 防 止 す る 。
　 押 出 し 装 置 8 は 、 支 持 板 7 の 縁 部 領 域 7 2 の 各 々 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 支 持 板 7  
の 一 方 の 縁 部 領 域 7 2 に の み 押 出 し 装 置 8 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 押 出 し 装 置 8 は 先 行 技 術 か ら 知 ら れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ 8 1 と 、 ハ ウ ジ ン グ 8 1 内 に て 軌  
道 8 3 に 沿 っ て 力 蓄 積 器 ( 図 示 せ ず ) に 結 合 さ れ た エ ジ ェ ク タ 8 2 と を 有 し 、 該 エ ジ ェ ク タ 8  
2 を 押 出 し 方 向 Ｂ に 対 し て 押 圧 す る こ と に よ り 、 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 例 え ば 図 ８ に 示 す 弛  
緩 し た 伸 張 位 置 か ら 、 図 １ ０ に 示 す 張 力 が 付 与 さ れ た 位 置 ま で 、 作 動 体 1 0 の 助 け に よ っ  
て 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の エ ネ ル ギ 蓄 積 器 の 張 力 付 与 は 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 部 3 が 支 持 体 2  
に 対 す る 端 部 位 置 に 移 動 す る と き の 本 体 部 3 の 移 動 順 序 で 行 わ れ 、 こ の と き 、 本 体 部 3 は  
、 水 平 面 で 見 た と き に 、 支 持 体 2 に 対 す る 異 な る 端 部 位 置 の 両 方 に お い て 同 じ 空 間 を 占 め  
る 。 他 の 押 出 し 装 置 を 使 用 す る こ と も で き 、 こ の 場 合 、 付 加 的 に 又 は 代 替 的 に 、 力 蓄 積 器  
の 張 力 は 、 本 体 部 3 の 更 な る 伸 長 中 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 体 部 3 を こ の 位 置 か ら 移 動 さ せ る 場 合 、 本 体 部 3 は 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 に よ っ て 制 御  
さ れ る 回 転 方 向 Ｒ １ 、 Ｒ ２ に 対 し て 僅 か に 押 す こ と に よ っ て 、 図 ２ の 例 で は 、 例 え ば 図 １  
０ に 示 す よ う に 、 作 動 体 1 0 を 用 い て 方 向 Ｒ ２ に 押 す こ と に よ っ て 、 ロ ッ ク を 解 除 す る こ  
と が で き る 。
　 エ ネ ル ギ 蓄 積 器 の ロ ッ ク を 解 除 し た 後 、 エ ネ ル ギ 蓄 積 器 は 、 押 出 し 方 向 Ｂ に エ ジ ェ ク タ  
8 2 を 駆 動 す る 。 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 作 動 体 1 0 に 押 し 付 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 ガ イ ド カ ム  
軌 道 5 と そ れ と 共 に 本 体 部 3 が 押 出 し 方 向 Ｂ に 、 端 部 位 置 か ら 図 ２ に 示 す 位 置 に 押 し 出 さ  
れ る 。
　 こ の 押 出 し 工 程 の 後 、 使 用 者 は 、 本 体 部 3 を 所 望 の 位 置 に さ ら に 容 易 に 移 動 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 図 ６ 乃 至 図 １ ０ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 作 動 体 1 0 が 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 5  
の 中 央 領 域 か ら 分 岐 す る ア ー ム 5 2 上 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 家 具 の 補 助 的 な 当 接 が 一  
方 向 に の み 必 要 と さ れ る の で あ れ ば 、 ア ー ム 5 2 に 作 動 体 1 0 を １ つ だ け 配 置 す る こ と も 考  
え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ア ー ム 5 2 の 幾 何 学 的 形 状 は 、 作 動 体 1 0 が 押 出 し 装 置 8 の 各 外 面 に 沿 っ て 滑 り 、 し た が  
っ て 、 本 体 部 3 が そ の 端 部 位 置 に 達 す る 前 に 、 所 定 の 位 置 で 夫 々 の エ ジ ェ ク タ 8 2 に 接 触  
す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 作 動 体 1 0 は 、 ア ー ム 5 2 上 に 直 接 成 形 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 作 動 体 1 0 を ア ー ム 5  
2 に 、 ま た は 本 体 部 3 に 直 接 ね じ 込 む こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 支 持 板 7 に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の 線 形 ガ イ ド 6 、 す な わ ち ガ イ ド レ ー ル 6 1 と そ の  
上 を 直 線 的 に 移 動 可 能 な 走 行 レ ー ル 6 2 の 位 置 合 わ せ に よ っ て 、 支 持 体 に 対 す る 本 体 部 3  
の 組 み 合 わ さ れ た 並 進 ― 回 転 動 作 の 並 進 方 向 Ａ が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ２ つ の 走 行 レ ー ル 6 2 に 締 結 さ れ た ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ 9 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 締 結 板 9 1  
、 9 3 を 備 え 、 第 ２ の 締 結 板 9 3 は 走 行 レ ー ル 6 2 に 締 結 さ れ 、 第 １ の 締 結 板 9 1 は 本 体 部 3  
の 頂 部 板 3 2 又 は ベ ー ス 板 3 1 に 対 応 し て 締 結 さ れ 得 る 。 図 ９ に 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 形 態  
で は 、 タ ー ン テ ー ブ ル 9 2 が 、 第 １ の 締 結 板 9 1 に 追 加 的 に 締 結 さ れ る 。 締 結 板 9 1 、 9 3 は  
、 相 互 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 さ れ る 代 替 の 実 施 形 態 に お い て 、 押 出 し 装 置 8 は 、 線 形 ガ イ ド 6  
の 走 行 レ ー ル 6 2 に 直 接 固 定 さ れ る 。
　 作 動 体 1 0 は 、 ガ イ ド レ ー ル 6 1 上 の 適 切 な 位 置 に 固 定 さ れ る 。
　 こ の 変 更 例 の 構 成 で は 、 力 は 、 押 出 し 装 置 8 の 力 蓄 積 器 か ら 、 線 形 ガ イ ド 6 を 介 し て 伝  
達 さ れ 、 ガ イ ド カ ム 軌 道 5 を 介 し て 伝 達 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な ガ イ ド 嵌 合 具 4 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 １ ３ 乃 至 図 １ ６ に 示 す 。
　 図 １ ７ お よ び 図 １ ８ に 、 こ こ で 使 用 す る こ と が で き る 押 出 し 装 置 8 の 好 ま し い 実 施 形 態  
を 示 す 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 押 出 し 装 置 8 を １ つ だ け 設 け 、 そ の ハ ウ ジ ン グ は 本 体 部 3 の ベ ー ス 板  
3 1 又 は 頂 部 板 3 2 に ガ イ ド レ ー ル 6 1 又 は そ れ に 代 え て 支 持 板 7 に 固 定 し て い る 。 こ の 場 合  
、 作 動 体 1 0 は 走 行 レ ー ル 6 2 上 に 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 は 、 図 １ １ お よ  
び 図 １ ２ に 示 さ れ る 実 施 形 態 の 変 形 例 の 準 動 作 学 的 反 転 を 表 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ５ に お い て 、 押 出 し 装 置 8 の エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 本 体 部 3 が 終 端 位 置 に あ る 位 置 に 示  
さ れ て い る 。
　 図 １ ６ は 、 力 蓄 積 器 が 解 除 さ れ た 押 出 し 装 置 8 の エ ジ ェ ク タ 8 2 を 示 し て お り 、 こ こ で  
は 、 走 行 レ ー ル 6 2 が 作 動 体 1 0 上 を 適 宜 変 位 し 、 こ れ に 伴 っ て 本 体 部 3 が 図 ２ に 例 と し て  
示 し た 位 置 に 移 動 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ に 示 す 機 械 的 な 押 出 し 装 置 8 の 代 わ り に 、 電 気 モ ー タ や 電 磁 駆 動 装 置 に よ っ て 、 エ  
ジ ェ ク タ に 電 気 的 な 予 圧 を か け る 電 気 的 ま た は 電 気 機 械 的 駆 動 の 押 出 し 装 置 も 考 え ら れ る  
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 押 出 し 装 置 は 、 例 え ば 、 動 作 、 力 ま た は タ ッ チ セ ン サ に よ っ て 始 動 さ れ る こ と が で き る  
。 な お 、 可 動 な 本 体 部 3 に ユ ー ザ が 及 ぼ す 力 を 検 出 す る 力 セ ン サ や 、 セ ン サ に よ る 力 / 変  
位 検 出 を 用 い る こ と も 考 え ら れ る 。 タ ッ チ セ ン サ シ ス テ ム は 、 例 え ば 、 導 電 性 材 料 を 使 用  
し て 、 開 き 動 作 を 開 始 さ せ る 接 触 を 検 出 す る こ と が で き る 。 例 え ば 携 帯 電 話 、 音 声 制 御 ま  
た は 同 様 の も の を 介 し て 、 ま た は ジ ェ ス チ ャ を 認 識 す る 近 接 セ ン サ ま た は 光 セ ン サ を 介 し  
て 、 好 ま し く は 無 線 遠 隔 制 御 を 介 し て 電 気 モ ー タ ま た は 電 磁 駆 動 装 置 を 制 御 す る こ と も 考  
え ら れ る 。 押 出 し 装 置 8 は 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た 後 、 又 は 開 き 工 程 が 検 出 さ れ た 後 、 待  
機 位 置 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 押 出 し 装 置 8 の リ セ ッ ト の み を 電 気 的 に 作 動 さ せ 、 例 え ば １ つ 又 は 複 数 の ば ね を  
使 用 し て 、 押 出 し 工 程 自 体 を 機 械 的 に 実 施 す る こ と も 考 え ら れ る ( よ り 詳 細 に は 後 述 す る )  
。
　 ま た 、 押 出 し 装 置 8 の ロ ッ ク 解 除 を 電 気 的 に 動 作 さ せ て 、 押 出 し 処 理 そ の も の を 機 械 的  
に 行 う こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ７ 、 図 １ ８ Ａ 乃 至 図 １ ８ Ｄ お よ び 図 １ ９ Ａ 乃 至 図 １ ９ Ｄ に 、 こ の よ う な 押 出 し 装 置  
8 の 好 ま し い 変 形 例 を 示 す 。 こ れ ら の 図 を 参 照 し て 記 載 さ れ た 押 出 し 装 置 の さ ら な る 詳 細  
は 、 ド イ ツ 特 許 公 開 公 報 1 0  2 0 2 2  1 3 4  2 2 2 号 に 見 出 す こ と が で き 、 そ の 内 容 は 本 明 細  
書 で 明 確 に 参 照 さ れ る 。 押 出 し 装 置 8 は 、 エ ジ ェ ク タ 8 2 が 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た ハ  
ウ ジ ン グ 8 1 を 備 え る 。 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 可 動 の 家 具 部 分 に 結 合 す る こ と が で き る 作 動 体  
1 0 に 作 用 す る 。 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 可 動 の 家 具 部 分 の 開 き 方 向 で あ る 回 転 方 向 に 、 力 蓄 積  
器 8 5 に よ っ て 予 め 張 力 を 架 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 張 力 を 架 け ら れ た  
力 蓄 積 器 8 5 を 備 え た ラ ッ チ 機 構 に よ っ て ラ ッ チ さ れ 得 る 。 ま た 、 可 動 の 家 具 部 分 に 固 定  
さ れ る 押 出 し 装 置 8 上 に ク ラ ン プ 要 素 8 4 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 ハ ウ ジ ン グ 8 1 の 内 部 に 配 置 さ れ る 制 御 部 を 備 え る 。 ラ ッ チ 8 6 1 と 制  
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御 要 素 8 7 1 と を 有 す る ス ラ イ ダ 8 8 が 、 制 御 部 上 に 摺 動 可 能 に 保 持 さ れ る 。 ラ ッ チ 8 6 1 は  
、 カ ム ガ イ ド 8 6 内 に 挿 入 要 素 上 で 案 内 さ れ 、 一 方 、 制 御 要 素 8 7 1 は 、 制 御 カ ム 8 7 上 で 案  
内 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 圧 力 片 8 9 が 制 御 部 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 制 御 部 に 固 定 さ れ た 締 結 板 8 9  
1 に よ っ て 保 持 さ れ る 。 圧 力 片 8 9 は 、 挿 入 要 素 に 固 定 さ れ た 更 な る 制 御 カ ム 上 で ド ラ イ  
バ に よ っ て 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ は 、 図 示 し な い 家 具 の 可 動 の 家 具 部 品 を 押 し 出 す 押 出 し 装 置 8 を  
示 す 。 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 力 蓄 積 器 8 5 の 力 に よ っ て 、 図 １ ８ Ａ で は 反 時 計 回 り に 、 図 １ ８  
Ｂ で は 時 計 回 り に 回 転 さ れ 、 し た が っ て 、 作 動 体 1 0 に 作 用 し 、 可 動 の 家 具 部 品 を 開 始 位  
置 か ら 開 放 方 向 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 ラ ッ チ 8 6 1 が カ ム ガ イ ド 8 6 か ら 出 る ま で 枢 動 し 、 カ ム ガ イ ド は 開 口  
し て 、 伸 長 チ ャ ネ ル お よ び 後 退 チ ャ ネ ル を 有 し て い る 。 図 １ ８ Ｂ に お い て 、 ラ ッ チ 8 6 1  
は 、 依 然 と し て カ ム ガ イ ド 8 6 の 伸 長 チ ャ ネ ル 内 に あ り 、 図 １ ８ Ｃ お よ び 図 １ ８ Ｄ に お い  
て 、 ラ ッ チ 8 6 1 は 、 ス ラ イ ダ 8 8 に て カ ム ガ イ ド 8 6 か ら 離 れ て 移 動 し て い る 。 可 動 の 家 具  
部 品 は 、 図 １ ８ Ｂ 乃 至 図 １ ８ Ｄ に お い て 作 動 体 1 0 と 共 に 右 か ら 左 に 移 動 し 、 可 動 の 家 具  
部 品 に 取 り 付 け ら れ た ク ラ ン プ 要 素 8 4 は 、 押 し 出 さ れ た 開 口 位 置 に お い て エ ジ ェ ク タ 8 2  
に 取 り 付 け ら れ た 圧 力 片 8 9 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 エ ジ ェ ク タ 8 2 の 回 転 動 作 の 結 果 と し て 、 図 １ ８ Ｂ 及 び 図 １ ８ Ｃ か ら 分 か る よ う に 、 制  
御 要 素 8 7 1 が 回 転 軸 8 2 1 を 中 心 と し て 実 質 的 に 周 方 向 に 延 び る チ ャ ネ ル に 配 置 さ れ る ま  
で 、 制 御 要 素 8 7 1 は 制 御 カ ム 8 7 に 沿 っ て 移 動 し 、 ス ラ イ ダ 8 8 を 半 径 方 向 外 側 方 向 に 変 位  
さ せ る 。 こ の 開 口 位 置 か ら 、 可 動 の 家 具 部 品 は 、 こ こ で は 閉 鎖 方 向 ま た は 開 放 方 向 の い ず  
れ か に 移 動 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 両 方 の 場 合 に お い て 、 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 開  
始 位 置 に 戻 さ れ 、 ラ ッ チ 機 構 は 、 開 始 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ９ Ａ 乃 至 図 １ ９ Ｄ は 、 作 動 体 1 0 を 有 す る 可 動 の 家 具 部 品 が 閉 鎖 方 向 に 戻 さ れ る と  
き の 、 エ ジ ェ ク タ 8 2 の ク ラ ン プ 工 程 を 示 し て い る 。 次 に 、 作 動 体 1 0 は 、 エ ジ ェ ク タ 8 2  
を 押 し て 、 図 １ ９ Ａ で は 時 計 回 り に 、 図 １ ９ Ｂ 乃 至 図 １ ９ Ｄ で は 反 時 計 回 り に 旋 回 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 エ ジ ェ ク タ 8 2 は 、 作 動 体 1 0 に よ っ て 回 転 さ れ 、 制 御 要 素 8 7 1 は 制 御 カ ム 8 7 に 沿 っ て  
移 動 し 、 ス ラ イ ダ 8 8 を 回 転 軸 8 2 1 に 向 か う 半 径 方 向 に 変 位 さ せ る 。 ラ ッ チ 8 6 1 は 、 制 御  
カ ム 8 7 に よ っ て 配 置 さ れ て 、 カ ム ガ イ ド 8 6 の 入 口 チ ャ ネ ル に 入 り 、 そ こ で ス ラ イ ダ 8 8  
の 案 内 を 受 け 継 ぐ 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ９ Ｃ で は 、 作 動 体 1 0 を 備 え た 可 動 の 家 具 部 品 が 過 圧 位 置 で 示 さ れ て お り 、 ラ ッ チ  
8 6 1 が ラ ッ チ 受 け 部 8 6 2 を 介 し て カ ム ガ イ ド 8 6 に 沿 っ て 動 か さ れ る 程 度 に 、 エ ジ ェ ク タ  
8 2 が 枢 動 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ス ラ イ ダ 8 8 の 案 内 は 、 ラ ッ チ 8 6 1 に よ っ て 決 定 さ れ 、 制  
御 要 素 8 7 1 は 機 能 し な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 可 動 の 家 具 部 品 が 解 放 さ れ る と 、 作 動 体 1 0 は 、 力 蓄 積 器 8 5 の 力 に よ っ て 反 対 方 向 に 動  
か さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ラ ッ チ 突 起 8 6 4 が 、 ラ ッ チ 8 6 1 が ラ ッ チ す る ス ト ッ パ 8 6 3 を 介  
し て ラ ッ チ 8 6 1 を ラ ッ チ 受 け 部 8 6 2 内 に 押 し 込 む 。 し た が っ て 、 図 １ ９ Ｄ は 、 可 動 の 家  
具 部 品 の 開 始 位 置 お よ び 閉 鎖 位 置 に 対 応 し 、 可 動 の 家 具 部 品 は 、 上 述 の よ う に 、 そ れ を 過  
圧 位 置 に 押 す こ と に よ っ て 再 び ロ ッ ク 解 除 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 押 出 し 装 置 8 は 、 可 動 の 家 具 部 品 を 閉 鎖 方 向 に 移 動 さ せ る 代 わ り に 、 可 動 の 家 具  
部 品 を ク ラ ン プ 要 素 8 4 に よ っ て 開 放 方 向 に 動 か す こ と に よ っ て 、 図 １ ８ Ｄ に 示 さ れ た 位  
置 か ら 張 力 を 架 け る こ と が で き る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
符 号 一 覧
1       家 具 又 は 家 庭 用 器 具
2       支 持 体
2 1      ベ ー ス 支 持 板
2 2      頂 部 支 持 板
2 3      側 壁
3       本 体 部
3 1      ベ ー ス 板
3 2      頂 部 板
3 3      側 壁
3 5      棚
3 6      支 持 ス パ ー
4       ガ イ ド 嵌 合 具
5       ガ イ ド カ ム 軌 道
5 1      ガ イ ド 溝
5 2      ア ー ム
6       線 形 ガ イ ド
6 1      ガ イ ド レ ー ル
6 2      レ ー ル
7       支 持 板
7 1      中 央 領 域
7 2      縁 部 領 域
7 3      固 定 要 素
7 4      固 定 要 素
7 5      固 定 要 素
8       押 出 し 装 置
8 1      ハ ウ ジ ン グ
8 2      エ ジ ェ ク タ
8 2 1     回 転 軸
8 3      軌 道
8 4      ク ラ ン プ 要 素
8 5      力 蓄 積 器
8 6      カ ム ガ イ ド
8 6 1     ラ ッ チ
8 6 2     ラ ッ チ 受 け 部
8 6 3     ス ト ッ パ
8 6 4     ラ ッ チ 突 起
8 7      制 御 カ ム
8 7 1     制 御 要 素
8 8      ス ラ イ ダ
8 9      圧 力 片
8 9 1     固 定 板
9       ピ ボ ッ ト ベ ア リ ン グ
9 1      固 定 板
9 2      タ ー ン テ ー ブ ル
1 0      作 動 体
1 1      ガ イ ド 要 素
Ａ      並 進 方 向
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Ｂ      押 出 し 方 向
Ｒ １ 、 Ｒ ２     回 転 方 向
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ Ａ 】
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【 図 １ ８ Ｂ 】 【 図 １ ８ Ｃ 】

【 図 １ ８ Ｄ 】 【 図 １ ９ Ａ 】
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【 図 １ ９ Ｂ 】 【 図 １ ９ Ｃ 】

【 図 １ ９ Ｄ 】



10

20

30

40

50

JP 2025-514213 A 2025.5.2(20)

【 国 際 調 査 報 告 】
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